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希少・絶滅危惧種および古生物の遺伝資源保存と
再生に関する研究

●研究概要

希少・絶滅危惧動物および古生物の遺伝資源保護と遺伝
子の解析を行っています。また、希少・滅危惧動物および
古生物を異種間核移植による体細胞クローン法によって再
生する研究を行っています。
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・希少・絶滅危惧動物の遺伝資源保護
私たちは、動物園や各研究調査機関の協力を受けて、日本国内
に住む各種動物の死後の個体から耳介を譲り受け、それを用いて
各種動物の培養細胞を樹立しています。樹立された培養細胞は核
型解析によって正常性を確認した後に凍結保存し、遺伝資源の保
存を行います。近年、日本国内でも多くの機関で同様の作業が行
われていますが、日本は地震等の自然災害が多いことから、リスク
を分散するという考え方で、当研究室でも遺伝資源の保護を行って
います。

・異種間核移植による動物個体再生の研究
現在の核移植による個体再生の成功率は最高10％程度であり、
その実施には多数の卵子を必要とします。その一方で、希少・絶滅
危惧種では、雌個体から利用できる卵子を多数得ることは困難です。
そのため、比較的入手しやすい家畜や実験動物の卵子を用いた異
種間核移植の実施が考えられていますが、異種間核移植によって
作製された胚は、その発生を比較的早い段階で停止することが報
告されています。そこで私たちは、異種間核移植によって作製され
た胚を生存させ、発生に導く各種要因について研究を行っています。

・希少・絶滅危惧動物および古生物の遺伝子解析
ナウマンゾウは、マンモスとほぼ同時期に北海道から九州に至る
まで日本の各地に存在した古代のゾウです。和歌山でも時々ナウ
マンゾウの化石が漁船によって海中から引き上げられています。私
たちは、長野県の野尻湖ナウマンゾウ博物館との共同研究で、この
日本に多く住んでいたが、遺伝子の塩基配列の研究がなされてお
らず、分子系統学的な進化の研究が遅れているナウマンゾウの遺
伝子の塩基配列の決定を目指し、研究を行っています。また、塩基
配列をもとにした現生鳥類の性判別の研究も行っています。
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